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１．はじめに　　　　

　温泉地学研究所では、箱根火山および神奈川県西部地域に地震活動・地殻変動観測網を

展開し（図１）、｢ 神奈川県西部地震 ｣ の予知研究を進めています。ここでは２００５（平成１７）

年の地震活動の観測結果について報告します。地殻変動観測についての結果は、本多ほか

（２００６）、原田ほか（２００６）、板寺ほか（２００６）をご覧ください。なお、本報告内の震源分布図

の作成には、�������（石川・中村、１９９７）を用いました。

２．県西部地域とその周辺の地震活動

　２００５（平成１７）年１月から１２月までの期間、当所で震源決定した地震数は６５９回でした。

これらの地域別の地震数を表１に、地域区分を図１、震源分布を図２に示します。そのう

ち県安全防災局の震度情報テレメータシステムや気象庁などによって観測された有感地震

は９回でした（表１）。また、参考として１９９０（平成２）年から２００５（平成１７）年までの１６年間

の地域別地震発生数を表２及び図３にまとめました。

　以下、２００５（平成１７）年の地震活動の概要について報告します。

�　２００５（平成１７）年の最大地震は、７月３１日１４時５３分、丹沢山地で発生したマグニ

チュード（以後、Ｍとする）４．４の地震で、その震源の深さは２２ｋｍでした（図２）。この

地震により、山梨県富士河口湖町、笛吹市で最大震度４が観測されたほか、神奈川県

内の広い範囲でも揺れが観測され、小田原市、秦野市、厚木市、山北町などで震度２、

横浜市、川崎市、鎌倉市などで震度１が観測されました（気象庁発表）。
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図１　地震観測点（▲）および地域区分

表１　２００５（平成１７）年に震源決定した地域別地震数
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　　　丹沢山地では、このほか４月１２日（�４．１、相模原市、厚木市、津久井町、相模湖町

で震度２）、６月１０日（Ｍ２．９、相模原市、秦野市、山北町、清川村、津久井町で震度１）

及び１１月２３日（Ｍ３．４、相模原市、松田町、山北町、津久井町で震度１）に発生した３

回の地震とあわせて計４回の有感地震が発生しました。丹沢山地以外では、足柄平野

で３月２１日（Ｍ２．５、山北町で震度１）と６月２４日（Ｍ２．１、箱根町湯本で震度１）に２回、

県中部で５月７日（�４．２、川崎市、相模原市で震度３）と１１月１８日（�２．６、横浜市、

厚木市で最大震度１）に２回、そのほか相模湾で４月２３日（Ｍ３．１、真鶴町で震度１）に

１回有感地震が発生しています。

　県西部地域では、これらの地震により計９回の有感地震が観測されました。

　なお、当所の観測網では、これらの地震活動に関連する地殻変動は観測されません

でした。

�　１９９０（平成２）年から２００５（平成１７）年までの県西部地域の地震活動について見ると、

箱根では２００１（平成１３）年の群発地震の発生から２００４（平成１６）年まで地震発生数の多い

年が続いていましたが、２００５（平成１７）年は地震発生数が低下し、２００１年の群発地震発生

前の状況に戻ったように見受けられます（表２、図３）。丹沢山地、足柄平野は前年ま

図２　神奈川県西部地域の震源分布（２００５年１月～１２月）　　

表２　年別地震数（１９９０年～２００５年）　（　）内の数値は有感地震数を示す。
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でに比べ地震発生数は増加していますが、特に活発な地震活動は観測されていません。

３．箱根火山の地震活動

　箱根火山では、２００５（平成１７）年１月から１２月までの期間に震源決定できた地震数は１３８回

でした。有感地震は観測されていません（表１）。また、当所の定義（注）による群発地震は、

下記のとおり２回観測されました。

　なお、傾斜計や光波測量などによる地殻変動観測では、これらの地震の発生に伴う異常

な変化は観測されませんでした。

　　　　活　動　期　間　　　　　　　　地震数　　　　最大地震　　　　有感地震数

① ８月１４日１７時１２分～１５日０７時０９分　　　 １６３　　　　　 Ｍ２．２　　　　　　　０

②１０月２６日１６時００分～２６日２２時０３分　　　  １９　　　　　 Ｍ１．１　　　　　　　０

（注）　当所で定めた箱根火山における群発地震活動の定義：「地震回数が１時間に１０回以

上で、活動期間は前後３時間以上地震なしで区切る」としています。

３．１．　８月１４日～１５日の箱根群発地震

　８月１４日から１５日にかけて中央火口丘の駒ヶ岳南西側、深さ５ｋｍ付近を震源域とする群

発地震が発生しました（図４）。この群発地震では、１４日１７時１２分から１５日０７時０９分までの

間に、震源決定できなかったごく微小な地震を含めて１６３回の地震が観測されました。活

動は１４日１７時～２１時がもっとも活発でしたが、その後活動は低下し、１５日０７時以降、活動

は終息しました（図５）。群発期間中の最大地震は１４日１９時５９分に発生したＭ２．２でした。

なお、気象庁からは本群発地震活動に伴う有感地震は発表されていませんが、当所や箱根

町役場への問い合わせから、箱根町二の平や強羅地区などでは体に感じる地震が数回程度

含まれていたとの情報を得ています。

　また、傾斜計や光波測量などによる地殻変動観測及び大涌谷の噴気、温泉温度等では、群

発地震活動に関連する異常な変化は認められませんでした。

図３　県西部地域の震源決定地震数（１９９０年～２００５年）　　
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３．２．　１０月２６日の箱根群発地震

　この群発地震は、早雲山の深さ２～３ｋｍ付近を震源域として、１６時００分～２２時０３分まで

の間に１９回の地震が観測されました（図４）。活動は１６時～１７時の間、約１時間程度の短い

期間に集中しましたが、その後活動は低下し、２６日２２時以降、活動は終息しました（図６）。

群発期間中の最大地震は２６日１６時４１分に発生したＭ１．１で、この活動に伴う有感地震は観

測されていません。なお、傾斜計、光波測量による地殻変動観測では、これらの群発地震

に伴う異常な変化は認められませんでした。　

図４  箱根火山の震源分布図（２００５年１から１２月）　　

図５　箱根群発地震の時間別発生頻度（８月１４日～１５日）
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４．神奈川県内で有感となった地震
　２００５（平成１７）年１月から１２月の期間中に、神奈川県内で震度１以上の揺れが観測された
地震は９４回で、その内訳は、震度５弱：１回、震度４：４回、震度３：９回、震度２：３０回、
震度１：５０回でした。県内で最大震度５弱が観測された地震は、７月２３日千葉県北西部の地
震（Ｍ６．０）によるものでした。このうち県西部地域（表３参照）の有感地震（９回）と、県内
のその他の地域において最大震度２以上を記録した地震について、各地の震度を表３にま
とめました。

５．臨時地震情報部会開催記録
　２００５（平成１７）年に、当所の地震・地殻変動観測に関する臨時地震情報部会は下記のとお
り３回開催しました。この部会は、観測結果を検討するため、毎月、定例で開催している
ものとは別に、箱根火山で群発地震活動が発生した場合などに開催するものです。
①　８月１４日、箱根火山で群発地震が観測されたため（温地研地震情報部会、２００５ａ）。
②　８月１６日、宮城県沖で発生した地震（Ｍ７．２）により宮城県内で震度６弱が観測され、

県西部地域においても震度４が観測されたため（温地研地震情報部会、２００５ｂ）。
③　１０月２６日、箱根火山で群発地震が観測されたため（温地研地震情報部会、２００５ｃ）。

　これらの活動に関する震源分布や発生頻度等の資料は、臨時地震情報部会を開催した当
日中に「温泉地学研究所地震活動情報」としてまとめ、県安全防災局及び横浜地方気象台に
報告しています。
　なお、本期間中では、これらの活動以外、特に注目される地震活動および地殻変動の変
化は認められませんでした。

６．まとめ
　２００５（平成１７）年１月から１２月までの地震活動は次のとおりでした。
�　県西部地域に震源を決定した地震は６５９回（Ｍ０以上）、そのうち県安全防災局の震度
情報テレメータシステムや気象庁などによって観測された有感地震は９回でした。

�　期間中の最大地震は、７月３１日１４時５３分、丹沢山地で発生したＭ４．４（深さ２２ｋｍ）で
した。この地震により、小田原市、秦野市、厚木市、山北町などで県内の最大震度２
が観測されました。

�　箱根火山では、８月１４日～１５日（最大地震Ｍ２．２、駒ヶ岳付近）と１０月２６日（最大地震
Ｍ１．１、早雲山付近）に計２回の群発地震が観測されました。

図６　箱根群発地震の時間別発生頻度（１０月２６日）



－６－

注） 表中の震央地名は気象庁の発表名を掲載していますが、（　）内は当所の地域区分（図

１参照）によるものです。
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